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In the institution which can be used freely, various persons called a public facility felt possibility for the 
situation where people with the purpose that it is different, respectively gather. Since today's public facility 
permits various persons and a function, it is built as too much conclusion space. I think that it should be a place 
which can produce new encounter and act because various persons as an institution of the area which anyone 
can use freely gather. 
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1.はじめに 
	 公共施設という様々な人が自由に使える施設において、
それぞれ違う目的を持った人が集まるという状況に可能
性を感じた。 
今日の公共施設は様々な人や機能を許容するため、あ
まりにも完結的な空間としてつくられている。それは使
用者、管理者側にとって使いやすく、管理しやすい空間
である。しかし、このようなすべてを許容した空間は、
かえって行為を単一化し、人の行為がもつ多様性を包容
できない空間となってしまっているのではないか。 
公共施設は誰でも自由に使える地域の施設として、
様々な人が集まることで新しい出会いや行為を生み出す
ことのできる場であるべきだと考える。	 
 
2.研究概要 
大規模な再開発が行われ高層マンションや大型商業施
設が増え続ける、現代都市の象徴ともいえる豊洲に注	 	 
目した。若い世帯と子供が増加している豊洲において、
高層マンションという孤立した居住環境が多い中、住民
同士のコミュニケーションが生まれるきっかけとなる場
はとても重要である。 
部屋の使い方や使い易さを求めるが故の室内で完結し
た空間ではなく、部屋と部屋、部屋と外部といった周り
の環境でつかわれ方が変わってくるような、本来の人の
行為の多様さを許容する施設が求められるのではないだ
ろうか。 
 
本研究では空間の境界を操作することで、遊びの発見
やコミュニケーションを生む意外性や偶然性がある空間、
隣の部屋との関係で使い方が変わっていくような空間を
設計する。 
この空間は地域の集まる場となり、豊洲というすべて
を許容するつくられた街に人間味や集まって住むことの
豊かさを与えられるのではないだろうか。 
 
 
2.接続装置の拡張 
二つの部屋の間には、境界として空間を区切るための
壁があり、ドアやマドは両者を繋ぐための接続装置とし
て作用している。しかし、従来これらの装置は隣がうる
さければ窓を閉め、ドアは通るためだけのものとなり、
一様な関係しか形成されてない。そこで空間と空間に多
様な関係性や場の発生を促すためにそれを拡張する手法
を提案する。 
	 境界としての壁をもう一つの空間をつくるように膨ら
ませ、斜めに切り欠く。この操作により平面的にも断面
的にも領域が交じり合い、斜めに切り欠かれた壁は垂れ
壁や腰壁となることで、身長によって視線や動線を限定
し居場所をつくる手がかりとなる。壁の上下 600mm の部
分を残し切り欠くことで、部屋の輪郭を部分的に残し、
領域が曖昧ながらも、空間が混沌とならないように配慮
した。
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3.計画 
（１）境界の大きさ 
	 拡張された接続装置は大きさによって機能を変える。 
大きい場合は主にコミュニティセンターとして使われる。
緩やかな角度の壁で囲われた部屋は壁の高さで場所をつ
くる。 
小さい場合は主に児童館としている。急な角度の壁がい
くつも重なり様々な場が移動する中で次々と見えてくる
ような場所となっている。子供はここで壁の向こうの大
人を見たり、遊びを発見する。 
 
（２）壁の厚さ 
壁の厚さを操作することで部屋同士との距離をつくる
とともに、厚い壁に機能を持たせている。コミュニティ
センターには各部屋にある程度の収納スペースが必要と
されている。これを厚い壁が担うことになる。また、階
段として使われ、厚みを持った壁はその下上に居場所を
つくる。 
 
（３）公園とのつながり 
スケールアウトした大街区によって構成された豊洲と
は異なり、細かい単位で構成された新しい公園としての
空間を目指した。外部に面した壁は全面ガラスで大きく
開き、内部の様子がわかる。また、全体を構成するキュ
ーブの重なりが内部にも広がっていることで、外からの
視線を内部へと引き込む。 
屋上は公園と連続した空間として開放し天窓から中の
様子がうかがえる。 
このような拡張された境界を内包した児童館とコミュ
ニティセンターの複合施設は、身長の違いや周りの環境
に応じて居場所の発見や使われ方が変わってくるような
多様性と公園とのつながりを持ち、人々の集まる場所と
なる。 
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